
当金庫の概要（2022年9月末現在）
設立/ 昭和20年8月 会員/ 265,735名 出資総額/ 472億円　従業員/ 2,071名
本店/ 東京都品川区西五反田7-2-3
店舗/ 86店（うち有人出張所2・インターネット支店1）

私たちはお客様応援企業として、
地域の皆様の幸せを守り、地域社会の発展、繁栄に貢献します

城南信用金庫の
経営内容について

Disclosure 2022

2022年度上半期
（2022年４月１日から９月３０日までの６ヵ月間）



▪預金
　預金については、この半年間で377億円増加し、残高は4兆219億円となりました。
　また、地域のお客様からの信頼、信用のバロメーターともいうべき個人預金については、3兆2,629億円となりました。

▪貸出金
　貸出金については、コロナ禍でお困りのお客様に対する金融支援に取組んだ結果、残高は2兆3,503億円となりました。

　収益については、本業からの利益である業務純益は46億65百万円、経常利益は45億10百万円、当期純利益は40億50百万円となりました。
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　2022年9月末の当金庫の自己資本比率は10.29％となり、国内基準である4%の2倍以上であり、当金庫の経営の健全性がおわかりいただ
けると思います。

自己資本比率 ＝
1,838億円（自己資本の額※）

×100 ＝ 10.29％
1兆7,858億円（信用リスク・アセット＋オペレーショナルリスク）

※コア資本に係る基礎項目の額－コア資本に係る調整項目の額

◆その他有価証券で時価のあるもの� （金額単位 ： 百万円）

帳 簿 価 額 時　価 評 価 差 額
過年度処理済額 今年度増減額

株　式          87        196 　     108 　   106 　       1

債券・その他 523,137 507,924 △15,212 △6,949 △8,262

合　計 523,225 508,121 △15,103 △6,842 △8,260
※評価差額の過年度処理済額は、税効果相当額を控除し、純資産の部にて処理が済んでいます。
※�評価差額は、市場金利の上昇による影響を受けていますが、右図の通り、国債や地方債など、国内債券の金利上
昇によるものであり、リスクの高い外国債や投資信託など、その他に含まれる有価証券の影響ではございません。

　9月末における有価証券の保有状況は次の通りです。
◆売買目的有価証券、満期保有目的の債券
　該当ありません。

◆市場価格のない株式等及び組合出資金
　その他有価証券（非上場株式）� 204百万円
　子会社・子法人等株式� 30百万円
　組合出資金� 351百万円

 業 績 に つ い て

 有 価 証 券 の 状 況  余 裕 資 金 の 運 用 に つ い て

 収 益 に つ い て

 自 己 資 本 比 率 に つ い て

●政府保証債
　118億円 0.6％ ●金融債

　20億円 0.1％
●株式
　3億円 0.01％

●その他証券
　（ファンド）
　3億円 0.01％

●信金中金等の預け金
　1兆2,779億円 70.9％

●国債・地方債
　3,181億円 17.6％

●社債
　1,418億円 
　7.8％

●財投機関債
　491億円 2.7％

　貸出金以外の運用については、信金中央金庫の定期
預金等の預け金が全体の70.9％を占め、その他は、国
債・地方債が17.6％、国内優良企業の社債が7.8％等、安
全性と流動性の高い債券がほとんどであり、株式はわず
か0.01％しかなく、リスクの少ない、安全な運用に徹して
います。



　当金庫では、全貸出先について自己査定を実施していますが、自己査定にあたっては、まず債務者の財務や経営実態に応じて、正常先から破
綻先までの5段階に債務者区分を行います。その結果が次の「債務者区分別貸出先数・貸出金残高等」です。

　次に、債務者区分毎に、担保・保証等による債権回収の可能性を精査して、貸出金をⅠ（非）分類からⅣ分類までの4つのランクに分類します。そ
の結果が次の「分類貸出金」です。

　9月末現在、Ⅲ分類、Ⅳ分類の貸出金は合計1億円ありますが、これについては、決算時に全て償却・引当処理し、当金庫の不良債権は実質ゼロと
なる見込みです。
　なお、分類貸出金については、法律で開示が義務付けられていないため、開示していない金融機関がありますが、当金庫は、経営内容をガラ
ス張りにして開示する観点から自主的に開示しています。

◆分類貸出金� （金額単位 ： 億円）

金　額 （構成比） 償却・引当予定額

Ⅰ（非）分類	回収について問題のない貸出金 18,774 （  79.9％）

Ⅱ分類	 回収について注意を要する貸出金   4,729 （  20.1％）

Ⅲ分類	 回収について重大な懸念がある貸出金       0.9 （    0.0％） 0.9

Ⅳ分類	 回収不能と判定される貸出金       0.4 （    0.0％） 0.4

合　計 23,505 （100.0％）    1
※単位未満のみ小数第1位まで表示しています。 
※2021年度以前に引当てした貸出金はⅠ（非）分類となっています。 
※Ⅲ分類、Ⅳ分類の貸出金は2022年4月1日から2022年9月末までに発生したものを計上しています。

◆債務者区分別貸出先数・貸出金残高等� （金額単位 ： 億円）

先　数 金　額（構成比）

正 常 先 業況が良好で、財務内容にも問題のない先 45,346 16,003 （  68.1％）

要 注 意 先 今後の管理に注意を要する先   7,472   6,772 （  28.8％）

内訳A 貸出条件緩和債権がなく、かつ期限経過・延滞が1ヵ月未満の先   7,431   6,643 （  28.3％）

B 貸出条件緩和債権があり、かつ期限経過・延滞が1ヵ月未満の先        32        83 （    0.4％）

C 期限経過・延滞が1ヵ月以上3ヵ月未満の先、ならびに要管理先のうち、無保全額が多額で、
将来においてリスクの発生する可能性が高く、個別に引当を行うことが望ましい先          9        46 （    0.2％）

破綻懸念先 事業は継続しているものの、今後、経営破綻に陥る可能性がある先   1,340      599 （    2.5％）

実質破綻先 実質的に経営破綻の状況に陥っている先      182        39 （    0.2％）

破 綻 先 法的・形式的に経営破綻の事実が発生している先        60        10 （    0.0％）

国・地方公共団体（回収について危険性がなく、債務者区分を行っていません）          2        79 （    0.3％）

合　　計 54,402 23,505 （100.0％）

　「信用金庫法及び金融再生法に基づく開示債権区分」は次の通りです。このうち、「危険債権」と「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」の無
保全額については、引続き回収に鋭意取組んでまいりますが、万一、年度末までに回収できない場合は、決算時に全て償却・引当処理する見込
みです。

（注）各計数は、原則として単位未満を切り捨てて表示していますので、合計が一致しない場合があります。

（金額単位 ： 億円）

金　額（構成比） うち無保全額 償却・引当予定額

正常債権 22,770 （  96.8％）

要管理債権        95 （    0.4％）

3ヵ月以上延滞債権          − （        −％）

貸出条件緩和債権        95 （    0.4％）

危険債権      600 （    2.6％） 0.9 0.9

破産更生債権及びこれらに準ずる債権        50 （    0.2％） 0.4 0.4

合　　計 23,515 （100.0％）    1    1
※単位未満のみ小数第1位まで表示しています。 
※「金額（構成比）」は、単位未満を四捨五入しています。 
※預金担保貸出金は、要管理債権には該当しないため、要管理債権から除外しています。

 債 務 者 区 分 別 貸 出 先 数 ・ 貸 出 金 残 高 等 、 分 類 貸 出 金

 信 用 金 庫 法 及 び 金 融 再 生 法 に 基 づ く 開 示 債 権 区 分



〒141-8710　東京都品川区西五反田7-2-3
TEL. 03（3493）8111（代表）　https://www.jsbank.co.jp

「EC活用なんでも大相談会」を開催しました

「第11回城南CUP」「第8回城南ガールズCUP」が開幕しました

　当金庫では、2022年10月13日（木）、「よい仕事おこしプラザ」にて、
事業を営むお客様向けに、インターネット上で商材の売買を行う「EC
（Electronic Commerce：電子商取引）」に関するお悩み事をお気軽に
ご相談いただける、「EC活用なんでも大相談会」を開催いたしました。
　当日は、21社のお客様が参加され、ECモールの活用については楽天
グループ株式会社、ECサイトの構築や集客については東京都よろず支
援拠点、補助金に関する相談については株式会社アウトカム、海外EC
モールへの出店についてはジェイグラブ株式会社に相談されました。
　コロナ禍や円安の影響で消費が落ち込む中、お客様にとっては、新
たな販売方法をご検討いただく絶好の機会となりました。
　本相談会は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、リアルとリモートを併用して開催されました。今後も、感
染状況を鑑みながら、さまざまな相談会・商談会を開催してまいります。

　当金庫では、城南地区（目黒区、品川区、大田区、世田谷区）の少年
軟式野球チームが他区のチームと交流戦を行うことで、地域社会の未
来を担う子どもたちに夢や希望を持ってもらうことを願い、毎年「城南
CUP」を開催しています。
　2022年10月1日（土）より、「第11回城南CUP」が開幕しました。各
区の代表に昨年の優勝・準優勝チームを加えた18チームが優勝をめざ
してトーナメント戦を繰り広げます。また、期間中には、女子の各区
の代表4チームによる「第8回城南ガールズCUP」も開催されます。試合
日程や結果については、随時、当金庫ホームページに掲載してまいり
ます。

11月23日（水・祝） 18時～

※詳細は番組ホームページで
　ご確認ください。

『 パンサー尾形の竹馬散歩 』
TOKYO MXテレビ

立会川支店周辺の商店街が紹介されます。
番組中には、当金庫のビジョンや取組み等を紹介した
CMも放送予定です。
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